
朝倉市烏集院地区

・集約計画を作成し、農地の交換による集約化を支援したことで、地域内の
団地面積が増加（4.1ha）。
・農地交換で確保した受け手不在の農地（1.3ha）を地区外の担い手等に紹介
し貸し付け。
・条件整備を実施し、担い手の生産性向上に寄与。

・平成６～10年に基盤整備が行われ、普通作と園芸作（ブドウ・柿等）が生産されている。しかし、農地は狭小であ
るうえ、暗きょ等の経年劣化による排水不良、農業用水をため池に依存していることによる水不足、農業者の高齢
化に伴う担い手不足などの課題がある。
・農地利用調整戦略室は、農業委員や地域リーダーと連携し、耕作者の意向を踏まえた集約計画を作成し、農地を
集約化するとともに、生産性の向上等を図るため、条件整備を実施。

・令和３年、担い手に農地を集積・集約化するため、戦略室は地域リーダーと協議し、耕作者等の意向をアンケート
調査で把握。
・令和４年、耕作者の意向を踏まえ「普通作」と「園芸作」が入り組んだ状況の解消や生産性の向上等に向け、普通
作・園芸作区域をゾーニングし、担い手に集約する集約計画を作成。農地交換で確保した受け手不在農地について、
就農希望者や地区外の担い手に農地1.3haを貸し付けて規模拡大を支援。
・また、農地を集約化したうえで、さらなる生産性向上や水不足解消を図るため、地元の費用負担を考慮し、大区画
化や排水改善、用水確保に係る整備を提案。令和５～７年度にかけ、農地耕作条件改善事業を活用し、条件整備。
併せて、機構集積協力金を活用することで、条件整備に係る地元負担を軽減。

取組後取組前

9.3ha受益面積

83.5%2.2％機構活用率

81.4%58.9%担い手への農地集積率

5.3ha1.2ha団地面積

うすのいん



■ A法人（普通作）

■ B法人（普通作）

■園芸作

＜取組前＞

＜取組後＞



・地域外の担い手６戸が参入。裏作6.5haで露地野菜を導入。ハウス
用地1.7haを建設済。1.5haを建設予定。

・農地交換による集約や区画拡大、暗渠排水、水路改修等により、
作業性・生産性向上。

・地域内での当取組事例の波及により、更なる担い手への農地の集積・
集約が見込まれる。

・水稲単作、水稲＋果樹の経営が多く、高齢化が深刻。
・施設園芸（万能ねぎ等）に数戸が取り組んできたものの、大規模な法人経営はない。
・70年前に整備された農地は区画が狭小で、農道や水路の老朽化も進んでいる。集約化が進まず分散錯圃の状態。
・地域外から新たな担い手参入を求めざるを得ない状況（土地改良区談）。

・土地改良区と連携し、地権者や耕作者の将来の意向調査や話し合いを
提案・実施

・インセンティブ措置として、農地の大区画化や排水対策等の補助事業
メニューを示し、話し合いをはじめとした農地の利用調整を促進
・表作は地区内の担い手に集約、地区外の担い手が新たに裏作での露地
野菜と周年での施設野菜を生産することとし、農地利用の目標地図、
および作物に合った最小限の条件整備事業を提案・実施

取組後取組前

19.4ha受益面積

6.5ha０ha裏作導入面積
地域外の

担い手
3.2ha０haハウス用地面積

9.7ha０ha合計

82.6％52.2％担い手への農地集積率

朝倉市 久喜宮地区

R4 R5 R6 R7 R8 整備内容

区画拡大
排水対策
農道整備
水路補修 等

地元

調整
計画 整備

※事業実施中のため、いずれの数値も未確定
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＜取組前＞

＜取組後＞

■地域内の担い手（表作）

■地域外の担い手（裏作）

大区画化（ハウス用地）

〃 （ハウス用地以外）


